
学びに向かう力を育む

予測困難な未来を生きる子供たちには、自ら課題を見つけ、自ら学び、

自ら考え、自ら判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓いていく

「生きる力」が求められています。

そのため、学校においては、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善によって、

子供たちの学びに向かう力を育んでいく必要があります。

「ひなたの学び」は、子供たちの学びの方向性について、「ひ・な・た」から始まる分かり

やすい言葉で教育委員会として整理したものです。

ひとりひとりが 問いをもち

なかまとなって 学び合い

たかめよう 深く 考える力

例えば、
学ぶことに興味や関心をもっている。

   見通しをもって、粘り強く取り組もうとしている。

例えば、
子供同士の協働を通じ、新しい発見や豊かな発想が生まれる。

   家族や地域の人との対話を通じ、自己の考えを広げ深めている。

例えば、
一つ一つの知識がつながり、「わかった！」「おもしろい！」と感じている。

   これまで考えもしなかったことにまで、考えが深まっている。         

令和５年６月

宮崎県教育委員会

先生方が授業を行う際に、この「ひなたの学び」を意識していただくだけでなく、子供たち

自身にもこの学びを意識して学校生活を送ってもらいたいと考えています。

県教育委員会では、これまで推進してきた「授業改善の４＋４のチェックポイント」は、引き続

き授業の土台として考えつつ、新たに「ひなたの学び」による目指す子供の姿を意識し、一歩

進んだ授業の実現に向け、学校の取組に寄り添い、適切な指導助言に努めてまいります。

幼児期からの「すべての学びの場」において、未来の宝である宮崎の子供たちを誰一人取

り残さず、大切に育てていくための合言葉として、この「ひなたの学び」をともに広げていき

ましょう。

学びに向かう力を育む 「ひなたの学び」「ひなたの学び」


	【完成】　ひなたの学び解説.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2


